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１．技術開発の目的 

今後、基幹的な水利施設では、毎年 500 施設程度が標準的な耐用年数を超過し、2020

年代には、耐用年数を超過する施設が再建設費ベースで 5.6 兆円と全体の約 3 割を占める

とされている。一方、現場の農村では、後継者不足が喫緊課題となる中、農業生産の基盤

となる水や農地といった農業資源の維持管理体制のシステム不備も深刻化しており、水利

施設の長寿命化及びＬＣＣの低減を図るストックマネジメントの推進が急務である。 

そこで、今後の技術躍進が期待できる無人飛行機（以下、UAV：Unmanned Aerial Vehicle）
に搭載したデジタルカメラ等と、2 時期の結果から精密に変状抽出する技術を融合するこ

とで、膨大な施設の損傷を効率的かつ高精度に把握する一次点検手法の開発に着手した。 

本成果は、官民連携新技術研究開発事業(平成 26年 10月～29年 3月)によるものである。 

２．技術開発における技術的課題と対応状況 

課題(1)：施設管理における要求事項の把握 

・土地改良調査事業所や土地改良区などの管理者へのヒアリングし、ストックマネ

ジメントに求められる課題や要求精度を明確にした。

課題(2)：水利施設の形状や変状種類に即した計測手法の開発 

・メーカ（ドローンおよび情報処理会社）と官学（農村工学研究部門・秋田県立大

学）と連携し、標高精度 5cm 以下を確保する計測手法を確立した。

・計測手法は、2 地区（岡山県児島湾北７区と秋田県大潟村）にて実証試験した。

課題(3)：変状抽出機能の開発 

・画像判読だけでなく、３次元モデルも活用し、定量的な変状抽出を可能とした。

・ICP(Iterative Closest Point)技術による２時期の画像を正確に重ね合わせるソフト

ウェアを開発した。

課題(4)：効果的な技術普及 

・農村工学研究部門・秋田県立大学のレビューにより「技術手引き」を作成した。

３．技術開発の効果 

(1) 経済性と効率性（工程）

実証試験を行った海岸堤防の現場にて、一次点検と二次点検までの調査に対して、従

来手法(調査員による目視調査)と本手法を実施し、経済性と効率性を比較した。 

経済性：一次点検のみの調査では約 29%、二次点検までだと約 21%のコストダウン 

効率性：一次点検のみの調査では約 10%、二次点検までだと約 13%の工期短縮 
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 (2)品質面 

本手法は全点検対象を撮影してデータ化できるため、以下の点に優れる。 

① 評価作業が画像および 3 次元モデルとなり、定量的な評価が可能となるため、点検

結果の評価を標準化することができる。また、今後自動化することで、従来の目視

調査にある見落としや調査員の力量の差による調査結果ムラが改善される。 

② 点検結果をデータで蓄積することで、過去の状況と比較ができ、劣化の進行を定量

的に把握できるので、機能診断・劣化予測の信頼性が向上する。 

③ 計測結果を数値化やヒートマップ等で可視化することで、現地の目視調査では分か

らなかった全体の歪み等も把握可能となる。 

(3)安全性 

本手法は、UAV で撮影した画像を屋内で作業するので、二次点検の足場の悪い場所

での現地作業や今まで不可視だった箇所や高所作業等が無くなり、安全性は向上する。 

 

４．開発した技術の普及上の課題 

 本技術を普及するには、次に掲げる取り組みが必要であると認識している。 

(1)現在、「知の集積活用と活用の場による研究開発モデル事業」にて、本技術開発で整理

した課題解決に取り組んでおり、その成果は農政局の発表会や展示会等で公開する。 

(2)本技術開発の「技術手引き」（利用マニュアル）は、既に HP にて公開されているので、

関係各所にて利用し、実績を集めて実用化への課題を整理する。 

(3)「技術手引き」をもとに複数の現地検証を行い、作業の効率化に資する点検用 UAV およ

び解析用ソフトウェアの開発を進める。 

(4)国内外の学会に積極的に参画し、技術の有効性を共有し実用化への普及を促進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図-1）撮影画像からの損傷判読        (図-2)三次元モデルの精度検証例 
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